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鉄道路線の乗客数の推定

1. 跨聖書の設定

新たに五十両された鉄滋路線を，どのくらいの乗客が利

尽するかを推定したい‘現実の問題は，昭和40年当時，

溜電総武線の混雑緩和のために地下鉄東内線，思鉄総武

快速線が苦!ー;対されており，それらの路線の楽客数を推定

することであった.

2. データの収集とモデル

ここでは，通勤および通学による朝のラッシ品時 l 時

間の予従軍手数を推定することにした. 窓ず関鉄総武線，地

下鉄3夜間線を利用するであろう東京都江東地区および千

然保側部地区の人\1， ~\心方 1"]への通勤・通学率および

ラッ、ン品 i侍 1 時間への集中~fZを，大都市交通センサスか

ら議望ました.つぎに各町の遂致，通学守容がどのi釈を利用

するかな定期券原票を潟いた守主総務ヨまから務長買をし居住

地域をこれらのデータをもとにブロックわけした.就業

地域(隅日3 J1 1以西川こついても隊機に通勤，通学!Jëの分布

を渇いてブ戸ックわけした.絡線選択のための要問を定

めるために，代替路線を持つ地域について，現実にどの

路線が選ばれているかのアンケート調査を実施した こ

の結果から，選J尺の事草間は多様でトあるけれども，結局運

賃(定期代から算出}と所要員寺問の議みづきの:和を最小と

する路線を選ぶとみなしてさしっかえないという結論を

得た.

これらのデータをもとにネットワークモ

デルを作成した.すなわち鉄道の紋，路線

からなるネットワークに，民住地，就業地

のブ口ックを示すノードと，ゾ口ックと釈

を結ぶブランチを加えた.さらに路線開の

采り換えのためのブランチも用怠した.こ

のネットワークにおいて，各ブランチには

運賃と所要待問から求められた綴失憶がケ4

えられることになる.鉄道路線を;おすブラ

ンチには時間に輸送金しうる最大衆本数

という意味で谷量制限が与えられる.

このネットワークのうえで，総綴失設が

段小になるように，染袷:が路線を滋択する

という仮定を i置いた.毒事前にこの大局的な

ハ
け
の
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仮定のもとに山手線内の乗客の推定を行なって，~摂IJf直

と大差ないことを確認しずこ.

3‘ 計算法

上記のように定式化すると，この開題はネットワーク

嫌造を有する符量制限つきの輸送問題となる.解法とし

て，東大伊潔教授のアルゴリズムをダイクストラ法を用

いて効率化したプ世グラム (GNFS: Generalized 

Netwむrk Flow Simulate討を用いた.

4. 計算結果

関に計算総果の lf担iを示す. この僚は国電総量全線の緩

行線と地下鉄東西線の普通および快速線を考癒してい

る.ノードを示す丸町jに入る破線の矢印は，居住地から

の流入を， }L時]からで、る点線の矢印は就業地への流出を

窓味している.①と⑧はそれぞれ流入愛および流出量を

まとめたダミーノードである.プラ γチに示した数字は

1 ， 000人単位であらわした i時間の輸送人数をあらわして

いる.

シミュレ{ションのいい点は，諸パラメータたとえば

j扇動・通学者数，遂事をや所要時間，路線の位置などを変

更して能楽合得ることができることであり，実際には数

多くのケースを求めている.
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計算結果の一例の図示
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